
 

 

 

 

 

 

 

 

私たちの学びは“社会の地下水脈”だ！ 

～生涯学習大学は「煙仲間」の「煙会所」になろう～ 

 先日、社会教育の歴史を学んでいると「煙仲間」という言葉に出会った。家族の意義を問う

昭和の長編教養小説「次郎物語」で知られる作家の下村 湖人や田澤 義鋪らが提唱した社会教

育運動だ。二人は佐賀県生まれ、佐賀鍋島藩士の山本常朝が記した「葉隠」の中の古歌「恋死

なん後の煙にそれと知れ、ついにもらさぬ中の思いを」の心にならい、よりよい社会にしてい

こうとする同志が集い、自らのグループを「煙仲間」と名付けたそうだ。亡くなった後に初め

て生前の思いを知るというのは寂しい気もするが、敢えて無名性を求め、陰徳を積むことにこ

そ、彼らの活動の大きな意味があったのだろう。 

そんな流れを汲みとって戦後の社会教育は産声を上げた。公民館設立運動を展開したのは終

戦直後に社会教育課長を務めていた寺中 作雄氏だと教えられてきたが、実際は寺中氏と二人

三脚で取り組んだ鈴木 健次郎氏の存在が大きな役割を果たし、彼の思想的なバックボーンが

この「煙仲間」だったのだ。 

「煙仲間」は青年団ＯＢの有志からなる組織で、日常生活の実践を通じて、社会に自分を活

かす、良心的、自主的、創造的な青壮年の活動が何よりも大切にした。それが公民館構想の五

本柱の一つ「公民館は新しい時代に処すべき青年の養成に最も関心を持つ機関である。」という

理念に反映されることになる。「煙仲間」が集い、対話し、活動する場所こそが公民館だったの

だ。「煙仲間」は団体ではないので、他の団体と対立もしない。彼らは、一人ひとりが縁の下の

力持ちとして、社会の土台を支える役割を担ったのだ。鈴木氏はそのことを「社会教育は地域

を耕す機能であり、社会の地下水脈である。」と語っていた。 

今の生涯学習大学で行われている学びには「煙仲間」と同じ匂いを感じる。学びの目的は、

戦後の荒廃の時代と豊かさを享受している現代ではかなり様変わりしたが、個人の人生を豊か

にする学び、社会の課題をみんなと一緒に考え、良い方向を目指す学びがこの三十年余で成熟

してきた。先輩の皆さんが積み重ねてきた学習の成果が、油絵のように重なり、得も言われぬ

味わいを発している。雨水が浸透し、地下に蓄えられるには数十年の長い年月を要するという。

その地下水が湧き出でる場所が生涯学習大学であり、滾々と湧き出る学びの泉が絶えないよう、

過去からのつながりをこれからも大切にしていきたいものだ。 

生涯学習大学でも何度か講義をいただいた伊予市双海町の若松 進一氏のご自宅に「煙会所」

というみんなが集う場がある。無学な私は今まで煙草を吸いながら語り合う場だと勝手に思い

込んでいた。「煙仲間」が集う場というのが本義だった。今は、生涯学習大学が、「煙仲間」が

集う「煙会所」にならんことを願っている。 

禁煙運動推進派の皆様方へ、喫煙促進ではありません。くれぐれも誤解なきように… 
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「新幹線の父」と呼ばれた十河 信二氏のことをご存知でしょうか。彼は明治１７年に本市中村に生を受けま

す。生家跡は西の端交差点から南進して旧国道を左折、東に約 100ｍ行った所にあります。彼は昭和３９年に開

催された東京オリンピックに合わせ、日本の基幹交通軸として東京から新大阪に夢の超特急を走らせました。 

彼の人生はまさに波乱万丈でした。東京帝国大学を卒業後、関東大震災の復興に尽力した後藤新平の下で働

きますが、贈収賄事件、南満州鉄道で軍との確執などを経験し、自ら職を辞します。戦後は西条市長、鉄道弘済

会会長などを務めましたが、洞爺丸事故、紫雲丸事故などで国鉄が危機の最中、71 歳で国鉄総裁に就任しま

す。そして、不倶戴天の思いの下、盟友だった島 安次郎の息子、島 秀雄を技師長に迎え、世界銀行からの巨

額融資も取り付け、東京オリンピック目前に巨大プロジェクト新幹線開通に漕ぎ着けます。しかし、開通の前年に

建設予算超過の責任を負い退任、出発式に彼の姿はなく、一人、自宅のテレビで祝っていたとも言われます。ま

さに明治人の気骨を感じます。 

彼の座右の銘“有法子（ユーファーズ）”は「為せば成る」という意味です。今後、生涯学習大学でも新居浜学の

一環として郷土の先人十河信二の事績を学習していきたいと考えています。そして、雷オヤジ十河信二と妻キク

の二人三脚の人生を、ＮＨＫの朝ドラ誘致に賛同いただける方は右上のＱＲコードまたは所定の用紙でご署名下

さい。 

 

記 念 講 演 会 参 加 者 募 集！！ 

「日々是フィールドワーク～愛媛で教えてもらったこと」         

～松山大学人文学部教授 石川良子先生を迎えて～ 

永年、松山大学公開講座でご講義いただいた石川良子先生がこの秋、松山を離れられます。 

毎回とても素敵なお話をしてくださった石川先生とのお別れを惜しみつつ、楽しい時間を過ごしたいと考え

ております。皆様のご参加お待ちしております。なお、講義終了後に席を設けて、石川先生送別会の宴を

開きます。こちらもご参加希望の方はお申込みください。 

楽しい時間を過ごしたいと思います。皆様のご参加お待ちしております。 

日時：令和 5 年 7 月 31 日(月) 

  講  演：15：00～17：00 

  送別会：18：00～20：00 

会場：ＬＩＡＮＴＯＵＲ（リアントゥール） 

受講料：500 円 

送別会参加費用：5,000 円 

定員 40 名 

申込締切 7 月 20 日(木) 
 

※生涯学習センター事務所に申込用紙をご用意しています。 

 

松山大学への就職を機に愛媛に

移り住んでから丸 10 年。愛媛・松山

にちゃんと根をおろしたいと思って来

たものの、最初は困惑することばか

りでした。馴染みのない土地・人との

お付き合い。びっくりするぐらい色ん

な方々と出会い、色んな経験をする

ことができました。今回は愛媛で学ん

だこと・教えてもらったことをお話した

いと思います。 

“新幹線の父” 

十河信二と妻キクの物語 

「ＮＨＫ朝ドラ」に 

このＱＲコードで

入力して下さい 
有法子 



 

『 大人にも絵本 』 

絵本サークル なあすろぐ 

合田 美由紀 

 

「絵本って面白い！」そう気づいたのは大人になってから。図書館実習中に読み

きかせをしてもらった時のことでした。それまでは一字でも多い書物を読みたいと

いう、活字中毒だった私。まさか、こんなに字の少ない書物に魅力を感じるとは思っ

てもいませんでした。しかし考えてみれば、人生の根幹となる幼児期の豊かな心を

育む『『絵本』。吟味された文章と一流の画家による絵は、大人にとっても心を動かさ

れる芸術作品のよう。それに気づいてから、一冊の絵本に対する見方が大きく変わ

っていきました。 

 

 子育て中には、ますます絵本の奥深さに魅入られるようになりました。人生の大

切なことは全部絵本に書いてあるなぁ。たくさんの子どもたちに多くの絵本と出合

ってもらいたいなぁ。そんな思いが二十年以上たった今も、私の活動の原動力にな

っています。子どもと絵本をつなぐために、どんなことができるだろうか。読みきか

せボランティアは勿論ですが、それ以外の方法も学びたくなり、読書アドバイザー

や絵本セラピストの資格を取得しました。そうして学んだことを他の人にも知って

ほしい。絵本の楽しさを分かち合いたい。そう考えていた時に生涯学習センターと

ご縁があり、始めたのが『『絵本サークルなあすろぐ』です。「なあすろぐ」とはnurse『

log『 看護する木＝風倒木）のこと。作家の開高 健さんの言葉で、「無駄なものは

一つもない」という解釈で使っています。私たちの学びも何かの役に立っていると

いいな。 

 

 始めてから一年たちましたが、学びたいことは尽きません。絵本の歴史、作家研

究、作品研究、出版流通のあれこれなどなど、まだまだ知りたいことがたくさん！ 

 

 大人に絵本、面白いですよ♪ 
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※◎がついている講座は聴講可能講座です。 

 

 

 

 

 

 

日 曜 講座名 回 テーマ 時間 場所 

2 水 
◎『新・雑談しま専科 3 雑談パート② 9:30 生涯学習センター研修室 

今日から始める介護予防 3 健康食生活ではつらつライフ 10:00 生涯学習センター研修室 

3 木 命を守る防災・減災講座 1 市防災センター体験学習 13:30 防災センター 

4 金 
学んで マナビィ － ビーズでネックレス 初級） 9:30 生涯学習センター研修室 

◎『平和について学ぼう 2 命の大切さを伝えよう 13:30 生涯学習センター研修室 

5 土 
スマホで行う動画編集Ａ 3 YouTube へのUP 9:30 生涯学習センター研修室 

松山大学公開講座 5 身近な犯罪である財産犯 13:30 生涯学習センター研修室 

6 日 親子で楽しむ自然体験 2 別子の山で夏の思い出 9:00 現地 

8 火 四季の別子山を味わう 2 夏の川遊び 10:00 現地 

9 水 けん玉遊び 3 いろいろな技に挑戦しよう 10:00 文化振興会館第５研修室 

10 木 
◎『軽スポーツやって… 4 カローリング 9:30 新居浜市民体育館 

◎『対話が創る新しい世界 3 アフリカの大地で学んだこと 13:30 生涯学習センター研修室 

18 金 
学んで マナビィ  － 大人の書道講座 鉛筆Ⓐ 10:00 生涯学習センター研修室 

学んで マナビィ  － 大人の書道講座 鉛筆Ⓑ 14:00 生涯学習センター研修室 

19 土 
◎『ＳＤＧｓから考える… 3 別子中学校の取り組み 9:30 生涯学習センター研修室 

絵手紙を楽しもう 3 暑中見舞い・残暑見舞い 13:30 生涯学習センター研修室 

21 月 ◎『人間学講座 3 唯識三十頌を読む③ 9:30 生涯学習センター研修室 

24 木 命を守る防災・減災講座 2 避難所運営ゲーム ＨＵＧ） 13:30 生涯学習センター研修室 

25 金 ◎『平和について学ぼう 3 子ども達は平和をどう学ぶ 13:30 生涯学習センター研修室 

29 火 
学んで マナビィ － 折り紙あそび 10:00 生涯学習センター研修室 

学んで マナビィ★追加 － 折り紙あそび 14:00 生涯学習センター研修室 

30 水 
学んで マナビィ － 種から育てる花づくり 10:00 生涯学習センター研修室 

学んで マナビィ★追加 － 種から育てる花づくり 13:30 生涯学習センター研修室 

31 木 はじめての「別子銅山」 2 旧別子座学 9:30 生涯学習センター研修室 

※今後もコロナの影響で日程が 

変更となる場合があります。 


